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研究成果の概要（和文）： 

私は自身の沖縄研究を、よりグローバルな文脈に位置づける必要性を自覚し、環境・資源・

格差・金融・軍事・メディア等の問題群が複雑にからみあうグローバル化を、よりトータルに

理解する視座を形成した。それを基礎に、沖縄をハワイ・グアム・宮崎などの他地域と比較し、

影響関係を把握した。軍事化された場所が観光地化されもした点で、ハワイ・グアムと沖縄の

類似性や相関関係の実態が、歴史的に明らかになった。そして沖縄の楽園イメージの形成には、

ハワイにおける移住と観光、メディアが連動しあって影響を与えてきたことがわかった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
I reflected my study on Okinawa in terms of global contexts and formed the perspective 

to understand globalization in more total aspects; environment, resources, inequality, 
finance, military and media. On the basis of this global perspective, I compared Okinawa 
with other areas like Hawaii, Guam and Miyazaki, and inspected their interactive 
relationship. In that some militarized places also became tourist sites, I understood 
the similarity among Hawaii, Guam and Okinawa. And it became clear that migration, tourism 
and media in Hawaii interactively had a great influence on the formation of Okinawa’s 
paradise images. 
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１．研究開始当初の背景 

 

ジョン・アーリ『社会を越える社会学』や
アルジュン・アパデュライ『さまよえる近代』
が示すように、グローバル化と移動性が高ま

った今日の状況は、もはや安定した固定的な
「社会」「構造」を前提できず、「ネットワー
ク」「フロー」のイメージで見ていく方向へ、
社会学そのものが根本的な枠組みの変容を
迫られている。国民国家などの境界空間内に
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画定された society から、越境的な移動性や
不定形な流動性・液状化を基調とする 

mobility への視点のシフトである。 

そんな中、場所はいかに変容するか。グロ
ーバルな移動の増大とともに、ローカルな場
所の意味づけは大きく変わり、経済生活や伝
統文化、環境保全などにおいて、場所のアイ
デンティティが逆説的に重要度を増す。移動
と場所の結びつきは、今日の社会科学の主要
テーマの一つである。 

私はこれまで沖縄をフィールドとして、観
光・移住ブームに焦点を当て、歴史社会学的
な文献調査とフィールドワークを通して、沖
縄イメージの形成と社会変容の過程を明ら
かにしてきた。平成 18-20 年度科研費の研究
では、対象を八重山諸島にしぼって調査を進
めた。マスツーリズムを通り越した人が、よ
り濃密さを求めてリピーター化し、移住する
人もいる。ロングステイやセカンドハウスな
ど、観光と移住の中間形態も多様化している。
当初はもっぱら観光を対象にしていたが、い
まや観光と移住はなだらかにつながってお
り、セットで扱う必要があることがわかった。 

私はこの方向をさらに深め、観光・移住に
代表される移動現象が、メディアと連動して
いかに場所のイメージを形成し、ローカルな
文化を変容させていくのかを明らかにした
いと考えた。 

 

２．研究の目的 

 

私はこれまでの自身の沖縄・観光研究を、
よりグローバルな文脈に置きなおし、他の地
域・問題群と比較し、関係づける必要性を認
識し、グローバル化の研究基盤を形成するこ
とを、この期間の研究目的の一つに据えた。 

観光・メディア・博覧会・博物館などのビ
ジュアル文化において、いかなる地域・国家
のイメージが提示され、別の面が背後に隠れ
ながら残されてきたか。グローバルな移動と
まなざしが増大する中、場所のローカルな文
化はいかに変容してきたのか。その際、移住
者や先住民、メディアはどういう位置と役割
を与えられてきたか、比較研究から明らかに
したいと考えた。 

沖縄における基地とリゾートの二重性の
現実を理解するには、沖縄を単体でなく、ハ
ワイやグアムなどの類似・先行地域との対比
や連続性でとらえた方がよい。これらの軍事
化された場所は、観光地でもある。それらは
いかなるイメージを与えられ、観光化されて
きたか。観光と移民という移動現象によって、
地域の特性やイメージ、先住民の生活はどう
組み変えられてきたか。 

こうした具体的なエリア・歴史の比較検証
を通して、これまで進めてきたグローバル化
の基礎研究に、より具体的な内実を与えたい。

特定の場所を起点に、歴史と地理、時間と空
間を広げる中で、ローカルとグローバルの関
係、移動、そして資本主義・植民地主義・先
住民・近代・制度・支配・差別などの問題圏
を、トータルかつ関係論的にとらえる理論
的・現実的なパースペクティブを模索・確立
し、多方面の研究に応用可能なものとして提
示したいと考えた。 

 

３．研究の方法 

 
グローバル化についての研究基盤の形成

に本格的に取り組み、具体的な知識の整理と
視座の形成を、継続的に行ってきた。観光・
移住・メディア等の問題を扱うに際しても、
環境・資源・南北格差・金融・戦争・メディ
ア等の問題群が複雑にからみあうグローバ
ル化の諸様相を、よりトータルに把握する視
座を形成しておく必要があった。 
それを基礎に、グローバルな移動の増大と

メディアの伝達により、ローカルな場所の変
容とイメージ形成がいかに進むのかについ
て、検討を行った。 
具体的な事例として、国内では従来から継

続して、沖縄の観光・移住・メディア・文化・
基地問題などを主に扱い、データの収集・分
析を行った。またグローバルな比較の対象と
して、台湾の映画と観光、イギリス（ロンド
ン・湖水地方）・パリ・上海の観光・博覧会・
博物館、マーシャル諸島の軍事と観光、カリ
フォルニア・ハワイ・グアム・北マリアナ諸
島の先住民・移民と観光などについて、現地
調査を含めた資料収集とヒアリングを行い、
沖縄・日本との類似点や相違点を検証した。 
個々の時期のより個別的な方法について

は、次項の研究成果のなかで言及していくこ
とにする。 
 
４．研究成果 
 
（1）1 年目の 2009 年度は、まず 6 月に韓国
で沖縄映画のシンポジウム報告があり、準備
を行った。約 70 本の映画から「６類型プラ
ス２」の沖縄イメージを抽出し、特徴や変遷
を記述した。観光・移住のテーマ・目線も含
まれ、関連づけて把握した。シンポでも韓国
の研究者と意見交換を行った。 
また、それまでに学生と行った沖縄・八重

山諸島での観光・移住調査の報告をまとめた
暫定版報告書をもとに、7 月に国際シンポジ
ウムでセッション「観光と環境、文化と自然
の社会学」を行った。8 月には自分の調査報
告「八重山の観光と環境・文化・景観」を執
筆して 8 月版報告書に所収、ウェブで公開、
関係者に報告した。観光と移住、地元民と移
住者、観光と環境、文化と自然など、概念上
は区別される諸要素が、実際には多様に結び



つく実態を見出した。 
9 月には石垣島・西表島・竹富島で調査を

行い、現地の観光従事者に島の現状・歴史の
聞きとりを行った。また、これまでに行った
アンケート調査の量的データをもとに論文
「ショッピングモール・沖縄イメージと生活
感覚」を書き、郊外化と観光の観点から地域
イメージの形成を、数量的に検証・考察した。 

10 月から、私は自身の沖縄・観光研究を、
グローバルな文脈に位置づける必要を自覚
し、グローバル化の研究基盤を形成し始めた。
環境・資源・南北格差・金融・戦争・メディ
ア等の問題群が複雑にからみあうグローバ
ル化を、よりトータルに把握する視座を形成
した。世界・アメリカとの関係に沖縄を位置
づけ、1～2 月に論文「沖縄と平和――軍事大
国アメリカとどう向き合うか」を執筆した。
普天間基地移設報道と映画論の知見は、一般
誌のテーマ連載「メディアと沖縄イメージ」
に書く機会を得て、沖縄の基地問題や報道の
あり方を広く世に問うた。 

3 月にはイギリスへ出張し、ロンドンと湖
水地方で、観光・風景等の資料収集を行い、
比較の視点を得た。ロンドン大学でこれまで
の研究成果報告を行い、観光開発・博覧会・
軍事等に関する意見・情報交換を行った。 
 
（2）２年目の 2010 年度も、自身の沖縄・観
光・イメージ等の研究をグローバルな文脈に
位置づける必要から、グローバル化の研究基
盤の形成に取り組んだ。環境・資源・南北格
差・軍事等が複雑にからみあうグローバル化
を、よりトータルに把握する作業を継続した。
7 月には国際シンポジウムで成果報告を行い、
他の報告者のイラン・フィリピンなどと沖
縄・日本を比較し、関連づける議論を深めた。 

8 月上旬には瀬戸内国際シンポジウムに出
席し、犬島での分科会「里海から多島海へ」
で、沖縄・瀬戸内・フィリピン・太平洋をつ
なぐ横断的な議論を通して、島と海の視点か
ら世界をとらえ返す知見を得た。芸術祭の一
環たるシンポ全体からも、アートと観光によ
る島おこしの知見を得た。 

8 月下旬には中国・上海へ行き、万博・観
光・都市の発展状況を視察し、話を聞いた。
続いてフィリピンへ行き、マニラとダバオで
貧困や対日関係の歴史・現状を見学し、話を
聞いた。これらローカルな場所でのフィール
ドワークも、グローバル化の研究視点を豊か
にし、沖縄・南洋等を考えるヒントを得た。 
また 8～9 月には沖縄・観光に関する複数

の原稿を執筆し、今年度の知見を含めて研究
成果をまとめた。 

11 月には台湾映画、および東アジアのエス
ニック観光という２つのシンポで研究報告
を行った。10 月に台湾へ行き、メディアと観
光の結びつき、植民地時代とノスタルジア、

多文化・多言語状況などの重要な見聞を得た。
エスニック観光のシンポでは、見せる側のア
イデンティティと結びつく事例を多く得た。 
12 月にはマーシャル諸島研究のグレッグ・ド
ボルザーク氏の公開セミナーを開き、太平洋
と日本・沖縄をつなぐ協同作業の射程が開け
た。以後も院生数人を含め、パシフィック・
スタディーズの研究会を行った。 

1 月にはアメリカ・ＵＣサンタバーバラで
沖縄の研究報告を行い、観光・軍事に関する
意見交換を行った。これをもとに、3 月に再
びアメリカへの研修出張の機会を得て、グロ
ーバル化の研究基盤の形成を実地で行った。 
 
（3）3 年目の 2011 年度もひきつづき、自身
の沖縄・観光・イメージ等の研究をグローバ
ルな文脈に位置づける基礎研究に取り組ん
だ。4月にはアメリカへの研修出張を続けて、
ＵＣサンタバーバラでこの作業を行った。 
帰国後、5 月には台湾と沖縄の映画・イメ

ージの比較分析を行い、研究成果を論文にま
とめた。また 5月からは東日本大震災と原発
事故をうけて、核の軍事利用と平和利用の二
重性について文献調査を行い、太平洋のマー
シャル諸島や米本土のネバダ州、日本国内の
原発導入、沖縄の核密約などの問題を関係づ
けて考察し、7 月に学会シンポジウムで報告
し、沖縄や核の問題をよりトータルに関連づ
けて考える必要性を議論した。 

6 月中旬には中国・上海でグローバル・コ
ンソーシアムに出席し、そこでの情報交換と
研究者交流から、グローバルな文脈の中に自
分の研究を位置づけた。8～9 月には社会学理
論やグローバル化の基礎となる知見をまと
め、11 月に単著『社会学理論のエッセンス』
を出版し、広く伝える機会を得た。 

10～1 月には新刊本『ショック・ドクトリ
ン』の講読と並行して、ネオリベラリズム・
TPP・911 テロ・災害バブル・イラク戦争・金
融恐慌・沖縄核密約などの多様なトピックを
掘り下げる中で、グローバル化の複雑な諸問
題をよりトータルに把握する作業を行った。 

12 月末から私は、沖縄との比較対象として
ハワイに注目し始めた。12 月末～3月上旬に
基礎文献・先行研究の収集・整理・読解を行
い、3 月に 2 週間現地へ行き、資料収集とフ
ィールドワークを行った。軍事化された島が、
観光地にもなったという共通点から、沖縄を
ハワイやグアムとの対比や連続性でとらえ
る射程を得たことで、地理的・歴史的な広が
りと深みを確保し、これまでのグローバル化
の基礎研究に具体的な内実も与えられた。 

3月末には沖縄の復帰40年国際シンポジウ
ムで、基地問題のセッションで司会とコメン
テーターを務め、上記のハワイ・グアム・沖
縄に関する知見を提示して議論を深めた。 
継続的なグローバル化の基礎研究に依拠



しながら、沖縄とハワイの比較研究の視座を
得られ、作業を進められたことは大きい。文
献研究と現地調査、研究成果報告のサイクル
を繰り返し、着実に前に進められた。グロー
バルとローカルの関係や、観光・移民・メデ
ィア・イメージ形成・文化変容などの諸問題
に向けて、沖縄とハワイの比較研究に着手で
きた点が収穫である。 
 
（4）４年目・最終年度の 2012 年度もひきつ
づき、自身の沖縄・観光・イメージ等の研究
をグローバルな文脈に位置づけてきた。特に
2012 年度は、沖縄をハワイ・グアム・サイパ
ン・宮崎などとの類似性・連続性においてと
らえた。比較や影響関係の視座から、複数の
地域を関連づけた点は新しく、意義深かった。 

7 月まで、ハワイに関して収集した資料の
読解・整理を進め、講義で知見を提示した。
これをもとに 7 月末～8 月にはハワイへ、9
月上旬にはグアム・サイパンへ行き、資料収
集とフィールドワークを行った。沖縄を考え
る際にも、国内に限定せず、地理的・歴史的
な広がりと深みを展開するに至った。「軍事
化された場所が、観光地化されもする」こと
に関する具体的な素材を、現地調査から豊富
に得た。 
だが、復帰後の沖縄の楽園イメージと観光

立県には、海外だけでなく国内の他地域から
の流れもあり、特に「南国」宮崎の新婚旅行
ブームの南下は、沖縄観光を慰霊参拝から楽
園観光に転換させた点で決定的であった。私
は 9～10 月に、11 月のウィーンでの国際シン
ポジウムの報告準備を進め、この宮崎観光の
影響を組み込んで報告した。国内と海外、両
方の流れや関係性のなかで、沖縄の変容をと
らえ返した。 

12 月には市民講座の場を活用し、ハワイと
沖縄を観光だけでなく、戦争・軍事の面から
の考察も盛り込み、それらの重層的な関連を
示した。一方、同月の衆議院の解散総選挙の
際、沖縄の地元テレビの選挙報道について論
じる機会を与えられ、地元メディアが基地問
題や経済振興などの政策と世論の関係をど
う報道したか、実証的に細かく検証した。 

3 月上旬には、宮崎で資料収集と聞きとり、
参与観察を行い、11 月に始めた宮崎観光の歴
史を、より具体的に理解した。3 月中旬～下
旬には再びハワイへ出張し、本研究とテーマ
が合致する“paradise workshop”で研究報
告を行い、沖縄とハワイの影響関係について
情報交換と研究交流を行うとともに、現地で
しか得られない情報収集を行い、移住と観光、
メディアが密接に連動して楽園イメージを
形成してきた歴史を把握した。 
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